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SDGs の達成に向けて、下記の研究課題を中心に研究活動を展開。材料・生産分野
における高度な「工学知」と巧みな「生物知」の融合により、専門領域の垣根を超え、
グローバルな共同研究を加速し、循環型社会に貢献できる未来志向工学を目指す。

• 高生産性と易解体性を併せ持った異種材料接合の開発
• 軽金属と炭素繊維強化プラスチック (CFRP) の低入熱・ハイサイクル接合の開発
• 溶融金属の表面張力駆動によるセルフアセンブリ・フリップチップ接合技術の開発
• 生物模倣による機能デバイス・マイクロ構造物の新たな設計手法の構築
• 高密度化する微細電子デバイスのヘテロジニアス・インテグレーショ

ンのための材料開発

自動車生産技術、スマート・エレクトロニクス、バイオミメティクス産業

ハイブリッド生産プロセッシングによる
先進異種材料接合の研究
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＃マルチマテリアル ＃異種材料接合 ＃微細電子材料
＃セルフアセンブリ ＃バイオミメティクス
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ものづくりにおいて金属材料を「つなぐ」技術は不可欠
で、構造物の重要箇所には溶接・接合が使われている。
その溶接・接合において素材の劣化（組織変化、性質・
特性低下）は避けられず、溶接・接合箇所の安全性は構
造物の製造から終局まで問題となる。その中でも金属材
料に関連した問題を解決すべく、溶接メタラジー（溶接
冶金学）に立脚して、問題を取り巻く現象論、そして現
象のモデル化を基軸として問題を理解し、さらに応用す
ることで問題解決に向けて取り組んでいる。

金属材料設計、マテリアルズ・インフォマティクス、金属積層造形

溶接メタラジーによる「つなぐ」技術の
理解・モデル化とその応用
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